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Aus dem Hygienischrn Institut der Okayama Medizinischen Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Beitrage zum Studium uber Bindung und Isolierung der Antikorper.

(I. Mitteilung.)

Uber die Antigenitat des sensibilisierten Antigens und der

isolierten Prazipitinlosung.

Von

Hiromasa Ohiwa.

Eingegangen nm 12. August 1933.

　Verfaeser stellte Prazipitate her, indem er Anti-Coli-Kaninchenserum mit Coli-

extrakt, Auti-Rinder-Kauinchenserum mit Rinderserum digerierte, und immunisierte

damit Kauinchen oder Meerschweillchen. Weiter injizierte er den Tieren eine bei
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65℃ im physiologischen Kochsalzmedium isolierte Prazipitinlosung und den Ruokstand

derselben.Dabei beobachtete er, dass die Versuchstiere nach mehr naligen Injektionen

das eutsprechende Prazipitin erzeugt hatten. Bei Meerschweiuchen wurde daneben

Antikztininchenseriumprazipitin in grosserer Menge als Anti-Coli- oder Autirinderserum-

prazipitin gebildet.

Es ergab sich kein bemerkoarer Unterschied in Bezua auf die Immuakorperbildung

zwischen sensibilisiertem Prazipitat und dem Ruckstand, der nach Isolierung des

Prazipitins zuriickblieb.

Jedoch wird die Antigenitat zur Antikorperbildung durch mehrmalige, d. h. Hyper-

sensibilisierung vermindert, und die Antigenitat zeigt sich entsprechend der isolierten

Losung und dem Ruckstand derselben als minderwertig, wogegen das Kaninchenserum

bei Meerachweinchen in grosser Menge dabei gebildet wird.

Verfasser beachaftigte sich in der folgenden Unterauchung damit, das Isolierungs-

Verfahren so zu verbessern, dass von der isolierten Prazipitiulosung die Antigene mog-

lichst frei gelassen werden, weil in dieser Untersuchung der Antigenubergang bei der

Isolierung nicht ganz vermieden werden kann. (Autoreferat.)
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第1章 緒 言

從來 感作抗原 ノ抗 原的作用ニ 關 スル研究少

シ トセズ就 中感作 「ワクチン」 ニ於テ然 リト

ス.而シ テ多数 ノ研 究者 中或 ル者 ハ感作 「ワ

クチン 」ノ 優レ ルヲ主張シ,或 ル者ハ非感作

「ワクチン」ノ秀 デタル ヲ読キ又或 ル者 ハ兩者

差異 ヲ認 メズ ト言 ヒ,甲 論乙駁容易 ニ決定 ス

ルニ至 ラザ リシモ今 ヤ多數 學者 ノ意見 ハ少ク

トモ冤疫體 産生能 力ニ於テハ 感作「ワクチン」

ハ非感作「ワクチ ン」ニ及 バザルモノナ リトノ

見解 ニー致シ タルモノナルガ如シ.蓋 シ斯 ル

研究 ニ於 テ各研究者 ノ成績 ガ常ニ一致 スルハ

至難 ノコ トナ リ ト雖モ其 ノ所説 ノ區 々タル所

以ハ要 スルニ 感作程度,抗體 抗原結合物 ノ動

物體 内ニ於 ケル分離,動 物 ノ個性,抗 原 ノ注

射量 及ビ其 ノ同数等ノ諸因子ニ 基因 スルモノ

ト思考 セラル.

飯島1)氏 ハ抗牛溶血素ニテ飽和感作セラレタル

牛血球及ビ「フ」氏抗體ニテ飽和感作セラレタル海

〓腎臓細胞ハ家兎ニ於テ夫々其ノ特異抗體ヲ産生

スルユ ノ極メテ微量ナルヲ報ジ,西 澤2)氏 ハ沈

降物ノ沈降原的作用ハ主トシテ其ノ不飽和ノ状態

ニ基因スルモノニシテ,若 シソレニ沈降素血清ヲ

作用セシメテ其ノ飽和度ヲ増ス トキハ其ノ沈降原

的作用ハソレニ反比例シテ減ジ,遂ニ 殆ド其ノ作

用ヲ失フニ至ルヲ實験シタリ.共ニ 良ク符節ヲ合

シタル成績ト謂フペシ.

 余 ハ當初本實 験 ノ主要 目的 トシタル所 ノモ

ノハ抗體 テ以テ感作シ タル抗原 ヨリ再 ビ抗體

ヲ除去 シタル分離抗原 ノ抗原的作用 ノ檢索 ニ

アリタ リ即チ以上兩 氏 ノ沈降物ヲ同一抗體 ヲ

以 テ重複感作 シテ飽和度 ヲ高 ムル ト反對ニ 沈

降物 ヨリ抗體 ヲ分離 シテ共 ノ飽和度 ヲ シテ一

層減少 セシ メタル モノニ就 キ共 ノ抗原的作用

ヲ研究シ タノレモノナ リ.兩 氏ノ成績 ヨリ推論

セバカカル處置 ヲ施 シタル分離 抗原 ニアリテ

ハ單 ナル感作抗原 ニ比 シ抗原 的作 用ヲ増加 セ

シムベキ理ナ リ.余 ノ實験ニ 於 テハ一方分離

抗原ニ 可ナ リ著明 ノ抗原的作 用アノレヲ觀 タ リ

ト雖モ亦他方對 照タルベキ單一感作抗原ニ 於

テモ略 ボ同等ノ抗 原性證 明 セラレ兩者 ノ比較

ニ於テ差異 ノ判然 タルモ ノアルテ證明 シ得 ザ

リキ.而シ テ之ガ原因 ヲ案ズルニ注射量,注

射同數,觀 察方法等ノ理想的ニ行 ハ レザ リシ

コ ト或 ハ冤疫動物 ノ個性等一 ニ シテ止マズ ト

雖 モ感作抗原ノ分離状態竝ニ 程度 モ亦重要因

子タルベク分離法ニ 於テ抗體 ノミ ヲ可及的多

量ニ 収得 セン トノ理想的領域 ニ尚ホ遠 キニア

ラザルヤヲ想 ヒ,次 デ抗體分離液 ノ抗原的作

用ヲ檢 シ,彼 此相通 ズル成績 ヲ得.抗體 分離

上大ニ 顧慮 スベキモノアル ヲ知 リ分離法研究

上聊カ 得ル トコロアリタルヲ以テ之 ヲ報告 セ

ン トス.

第2章 文 献

分離抗原ノ抗原的作用ニ關スル報告ハ1922年

三輪3)氏 ハ凝集素ノ分離ニ就テハ研究中凝集素ト

結合セシメタル「チフス」菌ヨリ凝集素ヲ分離シ タ

ル残 リハ菌ハ凝集性血清ニヨリ再ビ凝集セラレ得

ペク而シテ其ハ反應性ハ非分離菌ニ比シ幾分微弱

ナルヲ報ジタルモノアレド其ノ他ユハ余ノ寡聞未
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ダ之アルヲ聞カズ.

感作抗原ノ抗原性ニ關スルモノハ極メテ多数ニ

昇リ枚擧ニ遑 アヲズト雖モ,先 ヅ感作沈降物ノ抗

原的作用ニ關スルモノヲ求ムルニWeil4), Coca u.

Kosakai5)氏 等ハ感作沈降物ヲ海〓 ノ腹腔内ニ注

射 シテ過敏症賦與性ノ有無ヲ檢索シ,Bail氏ハ「チ

フス」菌培養肉汁ノ濾過液 ト抗「チフス」菌家兎血

清トヲ混ジテ生ジタル特異沈降物ヲ家兎ニ注射 シ

テ「チフス」菌ニ對ス ル凝集素ノ産生セラレタルヲ

報告シ,藤 原6)氏バ 血球凝集素 ト血球沈降素 トノ

異同ヲ檢索スルニ際シ沈降反應ニヨリテ得 タル沈

澱ヲ充分洗滌シタル後其 ノ浮游液ヲ作リ之ヲ再三

家兎 ノ耳静脉内ニ注射 スルトキハ凝集素ヲ含マズ

シテ沈降素ヲ有スル抗血清ノ得ラルベキヲ報ジ,

今井7)氏 ハ海〓血清ト抗海〓家兎血清 トヲ混ジテ

形成セシメタル沈降物ヲ家兎ニ注射 シタルニ海〓

血清ニ對スル沈降素ノ新生セラレタルヲ實験シ,

又奥田6)氏 ハ以上兩氏ノ特異沈降物モ抗原的作用

ヲ保有ストノ實験ニ基キ特異沈澱子(副 沈降原ヲ

以テ副沈降素ヲ全ク飽和吸収 シ盡セル特異抗血清

ヨリ得 タル主沈澱子)ヲ 家兎ニ注射シテ全ク特異

性ヲ有スル(即チ 類團反應ヲ呈セザル)沈降素血清

ヲ得ン ト企テ,西 澤2)氏 ハ沈降反應 ニヨリテ形成

セラレタル沈降物ハ之ヲ家兎ニ注射スルトキハ其

ノ沈降物ヲ形成セシ最初ノ沈降原ニ對スル沈降素

ヲ産生スルモ此抗原的作用ハ沈降物中不飽和ノ状

態ニアル抗原ニ基因スルモノニ シテ若シソレニ沈

降素血清ヲ作用セシメテ飽和度ヲ増ストキハ抗原

的作用ヲ減ジ遂ニ殆 ド抗原的作用ヲ失 フニ至ルト

言ヘリ.

次ニ感作血球ノ 抗原的作用ニ關シテハVon

Dungern9)及 ビSuchs10)氏 等 ハ感作牛血球ヲ以テ

研究シ其ノ抗原性ノ甚ダ微弱ナルヲ認メ,渡 口11)

氏ハ軍鶏血球 ヲ以テ檢索シ高價溶血素血清ヲ得ル

ニハ普通赤血球ヲ適當ナリトシ,猪股12)氏,片山13)

氏 ハ何レ モ山 羊血球ニ 就 キ實 験 シ感 作 及 ビ非 感 作

血球共 ニ免 疫 原 トシテ大 差 ナ キガ如 シ ト言 ヘ リ.

飯 島1)氏 ハ 牛血球,海〓 腎 臓細 胞 及 ビ山羊 血球 ニ

就 キ實 験 シ抗 牛 溶血 素 ニテ飽 和 感 作 セ ラ レ タル牛

血球 及 ビ「フ」氏抗體 ニテ 飽 和感 作 セ ラ レ タル海〓

腎臓 細胞 ハ家 兎 ニ於 テ 夫々 其ノ 特 異抗體 ヲ産 生 ス

ル コ ト極 メ テ微 量 ナ ル コ ト又「フ」氏抗體 ニテ飽 和

感 作 セ ラレタ ル山 羊 血球 ハ 家兎ニ 於 テ 主 トシ テ純

同 原性 抗 山羊 溶血 素 ヲ産生 シ,純 同 原性 抗 山羊 溶

血 素 ニテ飽 和感 作 セ ラ レタル山羊 血球 ハ海〓 ニ於

テ 純同 原性 抗 山羊 溶 血素ヲ 産 出 ス ル コ ト極 メテ僅

少 ナ ル コ ト,更 ニ「フ」氏 抗體 及 ビ純 同原 性抗 山 羊

溶 血 素 ノ兩 者 ニテ 飽 和感作 セ ラレ タル山 羊血 球 ハ

家 兎ニ 於 テ殆 ド抗 山羊 溶血 素ヲ 産 生 セ ザル カ或 ハ

産 生 量極 度微 少 ナ ル ヲ報 告 セ リ.

最後ニ 感 作「ワクチ ン」ニ就 キテ ノ業績 ヲ通 覧 シ

先 ヅ其 ノ非 感 作「ワ クチ ン」ニ比 シ劣 レ リトナスモ

ノヲ列記 ス レバ既 ニ古 クPfeiffer14)氏Friedberger

氏 ハ感 作「コ レラ」菌ノ 抗 原 的作用 アル ヲ唱へ 且 其

ノ作 用ハ非 感 作 ノモノニ 比 シ著シク 劣リ「コ レ ラ」

菌 ガ抗體 ヲ以 テ飽 和 セ ラ レ タル トキ ハEhrlioh氏

ノ側鎖 説 ニ一 致シ テ 全然 抗 原的 作用 ナ シ ト言 ヘ リ

Pfeiffer u. Bessau15)氏ハ58℃ 加 熱 チフ ス」菌 ト

同 菌1.0 Oseニ 「チフ ス」免疫 血清1.0ccヲ 加ヘ タ

ル モ ノ トヲ以 テ家 兎 ヲ免 疫 シテ 其ノ 血清 ヲ比較 セ

シニ 感作 菌免 疫 血清 ハ加 熱 免疫 ノモ ノニ比シ 溶菌

價ニ 於テ1/50以 下ニ,凝 集 價ニ 於 テ1/60ニ 劣 リ

沈 降 價ニ 於 テハ加 熱 菌免疫 血清 ニ1:80ナ リシ ニ

感 作 菌免 疫 血清 ニ於 テ ハ全 ク陰性 ナリ シヲ實験 シ

尚 ホ感 作菌 免疫 血清 ハ何 等抗 毒 的作 用 ナ カリシ ト

唱 へ,田 中 及 ビ五 十嵐16)氏 ハ「コ レラ」感 作 「ワク

チ ン」 ハ加 熱「ワ クチ ン」ニ比 シ免疫 力早 ク發生 ス

ルテ フ事 實 ヲ認 ム ル能ハ ズ却 テ加熱 「ワク チ ン」ノ

方 早 ク抗體 ヲ生 ズ ルガ如 キ感 ヲ興フ 第2週 間 目 ニ

於 テモ感 作「ワクチ ン」ハ加 熱「ワ クチ ン」ニ比 シ冤
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疫體 ハ産 出 弱 シ ト報 ジ,筧17)氏 ハ凝 集 反應 及 ビ補

體 結 合反應 ハ各 種「ワ クチ ン」 ノ注 射後5日 ニ シ

テ最高 度ニ逹 シ10日 マ デ 殆 ド同 高 ヲ維 持 スル コ

トハ兩 種 「ワ クチ ン」間ニ 殆 ド其 ノ差 異 ヲ認 メズ

ト雖 モ之 等免疫 物質 ハ發 現程 度 ハ感作 「ワク チ ン」

ニア リテ總 テ ノ時 期ニ 於 テ 普通 「ワ ク チ ン」ニ 比

シ 著 シク 弱 度 ナ ル ヲ見タ リト云フ,猪 股18)氏 ハ

「コレラ」菌,毒 性 型 赤痢 菌,「 チ フス」菌,〓 菌 等

ニ ツキ感 作菌 ト非 感 作菌 トノ抗體 成生 力優 劣 ヲ比

較 シ溶菌 價,防 護 價 等何 レモ非 感 作菌免 疫 血清 ニ

優 リ又感 作菌 免疫 ト雖 モ確ニ 陰 性現 像 ヲ證 明 シ得

ルモ ハアル ヲ實 瞼 シ,杜19)氏 ハ赤 痢 菌 ニ ツキ比 較

シ感 作 菌 ハ石 炭 酸加 菌,加 熱菌 ニ比 シ抗體 産生 大

ニ 劣 リ防 禦試 験ニ 於 ケル斃 死率 甚 ダ大 ナ ルヲ観 察

セ リ.

次ニ 感 作「ワク チ ン」ノ優 レ タル ヲ説 ク者 亦少 シ

ト セズBesredoa20)氏 ハ 「ベス ト」菌,「 チフ ス」菌,

「コ レラ」菌ノ 感 作「ワ クチ ン」ヲ製 シ之 ヲ動 物及 ビ

人體 ニ試 ミ之 ハ非 感 作「ワ クチ ン」ニ比 シ注 射 ニ ヨ

ル反應 極メ テ 弱 ク且免 疫 ノ發 現 速 ニ シテ 充 分ナ ル

豫 防價 値 ヲ發 揮 ス ルヲ認 メ,又 之等 ヲ 白鼠ニ 注 射

セ シニ感作「ベ ス ト」菌,感 作 「コ レラ」菌 ハ48時

間,感 作 「チフ ス」菌 ハ24時 間 後既 ニ免 疫性 ヲ呈

セ シモ對 照トシ テ 加熱 殺 菌 セ ルモ ハヲ注 射 シ タル

白 鼠 ニ於テ ハ此 期 間 内ニ 何等 免疫 性 ヲ認 メズ,尚

ホ又 感作 「ベス ト」菌 ヲ以テ 免疫 セル動物 ハ免疫

注射 後2時 間 ヲ經 テ ノ感染 試 験ニ 際 シ既ニ 非感 作

菌 ヲ以 テ免 疫 シ タル對 照 動物 ニ比 シ死 ノ遅 延 スル

ヲ見 タリト言フ.Dopter21)氏 ハ非感 作赤痢 菌 ヲ動

物體 内ニ 注 射 ス ル トキハ陰 性現像 ヲ認 ムル モ感 作

赤痢 菌 ヲ注射 ス ル トキハ之 ヲ認 メザ リシ ト言 ヒ,

Levy及 ビ 青 木22)氏 ハ肺 炎双球 菌 ニテ家兎ニ實 験

ヲ行 ヒ感 作菌 免疫 ハモ ノガ石 炭酸 加菌 冤疫ノ モ ノ

ニ比 シ免疫ノ 成 立早 ク感染 試 験 ヲ行 フニ注射後5

時 間 ニ シテ 既ニ對 照 動物ニ 比 シ抵抗ノ 高 マ リシヲ

見タ リ,Metsohnikoff u. Besredoa23)氏 ハ類 人猿

ニ ツキ「チ フス」菌 ヲ以 テ實 験 シ死 滅 セル菌 ヲ以テ

豫 防接 種 セ シ モ ノハ 毫 モ豫 防的效 果 ヲ現 サザ ル モ

感 作「チ フス」生菌 ヲ以 テ 之 ヲ行 ヒ シ モ ノハ豫 防 效

果 完 全 ナ リシ コ トヲ報告 セ リ.其 ノ外 目黒24)氏 ハ

赤痢 菌ニ テ,渡 口11)氏,美 野25)氏 ハ「チ フ ス」菌 ニ

テ,高 野 及 ビ矢 部26氏 ハ「コ レラ」菌 ニテ松 井27)氏

ハ「コ レラ」生菌 ニテ,志 賀 及 ビ矢部28)氏 ハ 「コ レ

ラ」 菌ニ テ實 験 ヲ行 ヒ感 作菌 免疫 ノ免 疫 成立 早 キ

ヲ稱ヘ 又 ハ凝 集價 ハ非 感 作菌 免疫 血 清ニ 及 バザ ル

モ 溶菌價ニ 於 テハ 略 ボ同 一價 ヲ示 シ且其 ノ早 期 ニ

出 現 スル ヲ言 ヒ或 ハ注 射 時局 所及 ビ全身 反應 緩 和

ナ ル ヲ以 テ容 易ニ 注射 量 ヲ増 加 シテ免 疫度 ヲ高 メ

得 トノ實 地 上 ノ便益 ヲ主 張 シテ何 レモ感 作 「ワク

チ ン」 ヲ以 テ優 レ タ リトナス.

尚 ホLevy u. Humm氏 ハ兩 者 ノ比較ニ 就 テハ詳

言 セザ ル モ感 作〓 菌 ヲ産 褥熱ノ 豫 防及 ビ治 療ニ 用

ヒ奏 效 セ シ ヲ述べ,Marsei29)氏 ハ 感作〓 菌 ニテ家

兎 ヲ免疫 セ シニ24時 間後 既 ニ免 疫 性 ヲ得 タル ヲ報

告 セ リ 其ノ 外 中 間論 者 トシテGurbat u. Meyer30)

氏 ハ感作 セ ル 「チフ ス 」死 菌及 ビ加熱 殺菌 セル「チ

フ ス」菌 ヲ以テ 家兎 ヲ免 疫 シ其 ノ血清 ヲ比較 セ シ

ニ凝集 素及 ビ補體 結 合性 抗體 ノ産生 ハ感 作 菌 免疫

動 物ノ 血清 甚 ダ少 ク,反 之 治療 試 験 ヲ行 フ トキハ

感 作 菌冤 疫 血清 其 ノカ強 シ ト言 ヒ,Liebermann

u. Acel31)氏ハ 感 作 「チ フス」菌,加 熱「チ フス」菌 及

ビ石炭 酸 加「チ フス」菌 等ニ テ免 疫 シ其ノ 血清 ヲ比

較 セ シニ 凝集 素 價及 ビ試 験 管 内溶菌 素 價ニ 於 テ3

者 等 シキ ヲ傳 へ.Stoner氏 モ同 ジ ク感 作 「チ フ ス

ワ クチ ン」,非感 作「チ フス ワク チ ン」ヲ以 テ家 兎 ヲ

冤 疫 シ其ノ 血 清ニ 就 キ溶菌 價及 ビOpsoninヲ 比 較

セ シニ兩 者殆 ド差 ナ カ リシ ト言 ヘ リ.

5
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第3章 實験材料竝ニ實験方法

第1節 免 疫血 清

 實験ニ使用 シタル抗大腸菌血清竝ニ抗牛血清ノ

作リ方次ノ如 シ.

第1項 抗 大腸菌 血清

免疫動物トシテハ健康成熟家兎ヲ用 ヒ之ニ18時

間寒天斜面培養 ノ大腸菌ヲ生理的食鹽水10cc-

3Oseノ 割合ニ浮游セシメ60℃2時 間加熱シタル

モノヲ3日 ハ間隔ヲ置キ1-5cc宛 漸 次増量シツ

ツ數同耳静脉内ニ注入免疫シテ得タル家兎血清ニ

シテ稀澤沈降素價1:250以 上 ノモノヲ使用セリ.

第2項 抗牛血清

冤疫動物 トシテハ同 ジク家兎ヲ用ヒ之ニ牛血清

1.0ccヲ生理的食鹽水ヲ以テ5倍ニ 稀釋シ之ヲ1同

量トシテ3日 ノ間隔ヲ置キ數同耳静脉内ニ注入免

疫シテ得タル家兎血清ニシテ稀釋沈降素價1:250

以上 ノモノヲ使用セリ.

第2節 抗 原

第1項 凝 集原

18時 間寒天斜面培養ノ大腸菌3Oseヲ 生理的食

鹽水10ccニ 極メテ平等ニ浮游セシメ60℃ 水槽ニ

2時 間加熱シタルモハヲ使用セ リ.

分離凝集原 トシテハ次節記載 ノ分離法ニヨリ得

タル分離大腸菌ヲ生理的食鹽水ニ浮游セシメ其ノ

量ハ正常大腸菌 ノ場合 ト同様10ccニ3Oseノ 割

合ヲ以テシタルモ此場合ハ試験管壁ト白金耳ヲ以

テ菌塊ヲ細磨スルニ當リ特ニ丁寧ニ操作シテ初メ

テ平等浮游液タラシムルヲ得 タリ.

第2項 沈降原

大腸菌浸出液竝ニ新鮮牛血清ヲ使用セ リ.大 腸

菌浸出液ノ製法ハ次ハ如シ,即 チ18時 間Golle氏

Agarplatteニ 培養セル大腸菌ヲ20ccノ 殺菌蒸餾

水ニ浮游セシメ1時 間60℃ニ 加熱シ次テ48時 間

37℃ 艀竃 内ニ 放 置 シタル後17%食鹽 水1.0ccヲ

加へ 以テ食鹽 含 量 ヲ0.85%タ ラ シ メBerkefeld氏

濾過 器 ヲ以 テ 濾過 シテ得 タル淡 黄 色透 明 ハ液 ニ シ

テ其ノ 蛋 白 含量 ハ大 約 血清 ノ1/1.000ナ リ.

分 離 沈降 原 ハ之 ヲ瑪瑙 乳 鉢 ニ テ丁寧 ニ摺 磨 シタ

ル後,大 腸 菌 ニ ア リテ ハ最 初 使用 ノ浸 出 液量ト 等

量,牛 血 清 ニテ ハ使 用血 清40倍 量 ノ生 理的 食鹽 水

ヲ加 へ18時 間孵 竈内ニ 放 置浸 出 シ 次デ 遠 心 沈 澱

シテ 得タ ル上清 ヲ分 離 抗 原 トシテ使 用 セ リ.

第3節 分 離 法

第1項 結 合

 互ニ結合セシムペキ免疫血清ト抗原トノ量的闘

係ハ凝集原ニアリテハ白玖32)氏ノ實験ニヨリ分離

ニ最適當量 トセラレタル免疫血清1.0cc二對 シ大

腸菌1寒 天斜面トシ3同 洗滌 シタル後更ニ非感作

凝集原ト同 ジク60℃2時 間加熱シテ使用シ,沈 降

原ニアリテハ桑名33)氏ノ實験ニヨリ適當量 トセラ

レタル免疫血清1.00ccニ對シ抗原0.025×titer/Zonreヲ

以 テセリ.使 用抗原量ノ免疫血清ニ比シ遙ニ少ナ

キ牛血清抗原ニアリテハソレニ生理的食鹽水ヲ加

へ使用免疫血清ト等量ニシテ混和セリ,混 和 シタ

ル抗原抗體ハヨク振盪シテ37℃孵 竃ニ2時 間放

置シタル後強力遠心沈澱ス,カ クシテ得タル沈澱

物ハ所謂感作抗原ニシテ之ハ3回 生理的食鹽水ヲ

以テ遠心洗滌 シテ免疫血清ノ残存ナキニ至ラシメ

以テ實験ニ供セリ.重 複感作抗原ハ遠心沈澱シタ

ル感作抗原ヲ洗滌スルコトナク更ニ免疫血清ヲ加

ヘテ攪拌 シ孵竃ニ放置感作スルノ操作ヲ反覆 シタ

ルモノニシテ爾後ノ處置ハ1同 感作抗原 ト異ル所

ナク3回 洗滌シテ残存血清ヲ除去シタリ.

第2項 分 離

洗滌 シテ免疫血清ヲ除去シタル感 作抗原ハ最初
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感 作ニ 用 ヒ シ血清ト 等量 ハ生 理的 食鹽 水 ヲ加 ヘ ヨ

ク攪拌 シテ平 等 梱 濁 液タ ラシメ65℃ 水 槽中 ニ入

レ尚 ホ時 々攪拌 シ30分後 取り 出 シ直ニ 強 力 遠 心

沈澱 ス,カ ク シテ 得タ ル上 清 ハ即 チ沈降素 分離 液

ニシテ 沈渣 ハ所 謂 分離 抗 原 ナ リ.

第4節 凝 集 反 應

上 記 菌 浮游 液 ヲ抗體 稀釋 液1ccニ對 シ4滴 ヲ混

ジ37℃孵 竈ニ2時 間 置 キ爾後室 温ニ 放 置 シ翌 朝

Agglatinoskopヲ 以テ檢 査 シ對 照ト 比較 シテ成績

ヲ判 定 セ リ.

第5節 沈 降 反 應

沈降 原 ヲ生 理的 食鹽 水 ヲ以 テ漸 次稀釋 シ之 ヲ免

疫 血清 ニ層 重 シ輪 環 ヲ現 ス最 高 稀釋 度 ヲ索 ム ル所

ノUhlenhuth氏 法ニ據 レ リ,蓋 シ沈降 素 ノ量 的測

定 ニ ハ緒 方氏 稀釋 法ニ 從 フペ キモ ノニ シテ後 述 ノ

動 物實 験ニ 於 ケ ルガ如 ク抗體 ノ檢 索 ニハ主 トシテ

同法ニ 從 ヒ タルハ 勿論 ナ ルモ 此場 合 ハ全 然其 ノ目

的 ヲ異 ニ シテ單ニ 抗原 性 ノ檢 索 ニ止 マ リタルヲ以

テ特ニU.氏 法ニ據 リ タル モ ノナ リ.

第6節 補體 結 合 反 應

溶 血系 統 トシテ ハ2.5%山 羊 血球 浮 游 液ト 之 ニ

對 スル家 兎溶 血性 血 清(56℃ニ30分 加熱 非働 性

トス)ノ 溶 血價2倍 量 ヲ使用 ス,補體 ハ新 鮮 海〓

血 清 ヲ用 ヒ試 験 ハ都度 補體價 ヲ測 定 シテ 其 ノ1.2

倍 量 ヲ使 用 ス.

試 験 ハ先 ヅ沈降 原.沈 降 素(Pro Zoneノ 現 象 ヲ

示 ス免疫 血清 ヲ選 ビ其 ハ20倍 稀釋 液 ヲ使用 セ リ)

及 ビ補體 ヲ加 へ1時 間37℃孵 竃ニ 置 キ,更ニ 血球

浮 游液 ト溶血 素 ヲ追 加 シ充 分混和ノ 後 再ビ37℃ ニ

2時 間放 置 シ爾後室 温ニ 静 置 シ 翌朝成 績 ヲ判 定 セ

リ.各 試 験ニ 於 テ1列 ハ對 照 ヲ設 ケ,抗 原又 ハ抗

體 自己 ガ補體 ヲ結 合ス ル コ トナキ ヤ,溶 血系 統 ハ

能 ク溶血作 用 ヲ發 現 ス ルヤ,又 補體 或 ハ食鹽 水 ノ

ミニテ溶 血 作 用 ヲ起 ス コ トナ キ ヤ ヲ檢 査 シ ダル ハ

勿 論 ナ リ トス.

試 験 方法 ハ 其 ノ目的ニ應 ジ前 述 ハ沈 降反應ト 同

様 免 疫血 清 ヲー定 シ沈 降原 ヲ稀釋 ス ル ハ法 ヲ採 レ

リ.

第7節 動 物試験

第1項 免 疫動物,免 疫材料

竝ニ 免疫方法

免疫動物 トシテハ健康成熟家兎竝ニ海〓ヲ使用

シ免疫材料ハ前記(第3節 分離法)ノ感作抗原,分

離抗原竝ニ分離液ニシテ何レモ家兎ニ對 シテハ免

疫血清1.0ccヲ 費 シテ得 タルモハ(重 複感作ニア

リテハ初同1.0ccヲ 使用シタルモノ)ヲ1同 注射

量 トシ,海〓 ニ對シテハ家兎 ノ半量ヲ使用 シ沈降

物ハ2-4ccハ 生理的食鹽水ヲ加ヘテ平等溷濁液

トシ,分 離液ハ3倍ニ 稀釋 シ何レモ3日 ノ間隔ヲ

置キ5同 耳静脉内ニ注入免疫セリ,但 シ海〓ノ少

數例ニ於テハ腹腔内1同 注射ニ止メタルモハモア

リ.

第2項 檢 査方 法

第3同 注射後3日 及ビ最後ノ注射ヨリ5日(少

數 ノ1同 射例ニアリテハ注射後10日)ニ シテ家

兎ニアリテハ耳静脉ヨリ,海〓ニ 於テハ股動脉ヨ

リ採血シ免疫材料ノ由テ來レル結合抗原タル大腸

菌浸出液ニ對 スル或ハ牛血清ニ對 スル沈降素 ノ産

生ヲ檢索測定シ尚ホ海〓ニアリテハ其 ノ外免疫血

清ノ母體タル家兎血清ニ對 スル沈降素 ノ産生ヲモ

併セ檢査セリ.而 シテ此場合ハ試験方法トシテ緒

方氏稀釋法即チ免疫血清ヲ1%「 アラビヤゴム」生

理的食鹽水ヲ以テ順 次稀釋シ之ニ對 シ沈降原ノ生

理的食鹽水遞降稀釋液ヲ重層シテ其ノ結合帯ニ於

テ反應 シ得ル免疫血清ノ最高稀釋度ヲ索ムル法ヲ

主トシU.氏 法 ヲ從 トシテ併施シ尚ボー部ノモノ

ニ於テハ補體結合反應ヲモ兼ネ試ミタリ.
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第4章 實 験 成 績

第1節 感作抗原 ノ抗原的作用

免疫原 トシテ使用セル感作抗原(大 腸菌浸

出液竝ニ牛血清)ハ 當該免疫血清 ト結合 セニ

メ沈降セル沈澱物ヲ更ニ3同 食〓水ヲ以テ遠

心洗滌 セルモノニ シテ其ノ結合状態ハ更ニ 沈

澱物 ノ一部 ヲ以 テ分離操作 ヲ行 ヒ第1表ニ 示

スガ如 キ成績 ヲ得タ リ.

第1表 免疫材料(感 作及ビ分離沈降物)結 合及 ビ分離試験成績

第1項 感作大腸菌浸出液ノ抗原的作用

沈降物ニヨル免疫體産生ノ經過ハ第2表 ニ

示ス所ノ如 シ即チ3同 注射ニテハ免疫體 ノ産

生甚ダ少ク抗原性ノ微弱ナルヲ示スモ5同 注

射ニ及ベバ産生抗體ノ大ニ増加スルヲ觀ル而

モ海〓ニアリテハ常ニ沈降物中ニ含有セラレ

タル家兎血清ニ對 シ,抗 原タル大腸菌浸出液

ニ對スノレヨリモ産生抗體量多量ナルヲ示ス是

レ沈降物中兩者ノ量的關係ニ由ルモノ ト推定

ス.

田口34)氏ハ「カゼ イン」ヲ沈降原 トシ之 ト其

ノ免疫家兎血清 トノ結合沈降物ニ 就 キ燐含量

ヲ測定 シ以 テ其 ノ沈降物内 ノ「カゼイ ン」量 ヲ

知 リ沈降物ガ免疫血清蛋白ト 沈降原 トヨリナ

ルモノ トセバ其 ノ混合 ノ比 ハ18.1:1ナ リ ト

斷定 シ得ベ シト言 ヘ リ,此 量的關係ハ總 テノ

沈降物 ニ一律ニ 適合 スル コト能ハズ ト雖モ以

テ其ノ概略 ヲ知ルニ足 ラン.余 ノ實験 ニ於テ

沈降物内抗體 及 ビ抗原ニ對 スル産生免疫體 ニ

斯 クノ如 キ大差 ラ見ザルハ形成免疫體 量 ノ必

ズ シモ注射抗原量 ニ關係 セザルニ ヨルモノナ

ルベ シ.

8
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第2表 抗大腸菌血清ニヨル沈降物免疫試験成績

第2項 感作牛血清ノ抗原的作用

動物試験成績ハ第3表ニ 明カナル如ク共ノ

關係ハ総テ感作大腸菌浸出液免疫ノ場合 ト同

様ナリ,即 チ8回 免疫ニテハ沈降素ノ産出微

量ニ留ルモ5回 注射ヲ累ヌル トキハ其ノ増加

著明ナ リ.而 シテ海〓ニ 於テハ抗 家兎血清沈

降素及 ビ抗牛血清沈降素ノ兩種 抗體 ヲ産生 シ

前 者即 チ沈降物中抗體 成分ニ對 スルモノハ後

者即チ抗原成分 ニ對 スルモノヨリモ稍 々多量

ナ リ.

第3表 抗牛血清ニヨル沈降物免疫試験成績
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第3項 重 複感作抗原 ト1回 感作抗原 ト

ノ抗原的作用比較

本項 ノ實験 ハ感作牛血清ニ 就 キ海〓 ヲ試験

動物 トシテ實施 シ免疫注射 ハ腹腔内1同ニ 止

メ注射後10日ニ シテ 採血檢 査セリ 蓋シ 免疫

ヲ反覆 セバ總 テ産生抗體 量 ノ増加 ヲ來 スモノ

ナ リ トハ言へ其 ノ抗原性ノ大小ニ 從 ヒ抗體 増

加率必 ズシ モ相等 シキモノニアラズシテ抗原

性 ノ程度 ニヨリテハ其 ノ小ナルモノニ産生抗

體増加率大ナノレモノアルベク一定範圍 ノ抗原

性比較ニ 於テハ1同 免疫 ノ方兩者間 ノ差等 ヲ

明瞭ナ ラシムル コトアルベキヲ顧慮 ニタル ヲ

以 テナ リ.而 シテ其 ノ成績 ハ第4表ニ 示 ス如

ク感作ヲ反覆 スル トキハ沈降物内抗原成分 ハ

抗原價ヲ減 ズルニ反シ抗體 成分 ハ ソレヲ増 ス

モノナ リ,即 チ1同 感作牛血清沈降物免疫海

〓ニ 於テハ抗牛血清及 ビ抗家兎血清ノ兩沈降

素共 ニ産出微量 ニシテ且兩 者間ニ サボ ド量的

軒輊ヲ 認 メザルモ3同 感作牛血清沈降物免疫

海〓 ニア リテハ抗牛血清沈降素産生 ハ甚 ダ微

量 ニシテ稀釋 價5ニ逹 セズU.氏 價 モ10-25

ニ過 ギザ ルニ反 シ抗家兎血清沈降素 ハ稀釋 價

25,U.氏 便100-250ニ 昇 レル ヲ觀ル.

第4表 重複感作抗原ト1同 感作抗原 トノ抗原的作用比較

第2節 分離抗原 ノ抗原的作用

本節ノ實験ハ試験管内試験ト動物試験 トヲ

併用セリ.

第1項 分離大腸菌ノ凝集原的作用

第5表 ニ實験ニ使用 シタル分離凝集原ノ分

離試験成績ト共ノ凝集原性 トヲ同時ニ示シタ

リ.

分離凝集原ハ明カニ其ノ被凝集性ヲ高ムル

ヲ認ム是 レ分離操作ヲ施スト雖モ尚ホ凝集素

ノ殘存附着 セルニ基因スルモノナ ラン ト推定

ス,由 テ殘存凝集素 ノ破壊 ノ目的ヲ以テ分離

凝集原 ヲ80℃3時 間加熱後實験 スルニ果 シ

テ共ノ被凝集性 ヲ著明ニ減 ジタ リ但 シ加熱 ニ

ヨリ被凝集性ノ減弱 スルハ多數 ノ學者 ニヨリ

テ實験 セラレタル所ニ シテ此場合對 照 トシテ

正常大 腸菌ニ モ同一條件 ノ下ニ 同一操作ヲ 加

へ兩 者 テ相比較 シタルハ勿論ニ シテ正常大腸

菌ニ 於 テモ80℃ 加熱 ニヨリ其 ノ被凝集性 ヲ

10
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減 ズルモ分離大腸菌 ニ於 テハ其 ノ減弱 ノ程度 ヲ認 メザ ルニ至 レリ.

一層大 ニシテ操作後ハ兩 者間 ノ被凝性ニ差異

第5表 分離大腸菌ノ凝集原性試驗成績

 凝 集原 ノ加熱 ニヨル變 化ノ研究 ハ甚 ダ多 ク

1897年Widal et Sicard35)氏 ハ 「チフス」菌

ヲ150℃ 以上 ニ加熱 セバ被凝性ヲ失 フヲ報告

シEisenberg u. Volk36)氏 ハ「チフス」菌 ヲ加

熱 シテ凝 集反應 ヲ檢 シ60℃-62℃ ニ テ破壤

セラルル作業簇 ト少ク トモ165℃ ニテハ不變

ノ耐熱性結合簇 トヲ區別 シ加熱菌 ノ凝 集力ノ

減退ヲ作業簇 ノ破壤 ニ歸 シタ リ,次 デJoos37)

氏 モ亦 「チフス」菌 ニ就 キ60℃-62℃ ニテ破

壤スルa凝 集原ト 耐熱性 ノβ凝集原 トヲ區別

セ リ,柴 山38)氏ハ「チフス」菌 ノ被凝性ハ60℃

30分 加熱 ニテハ變化ナキモ70℃30分100℃

30分 乃 至7時 間132℃1時 間加熱 ニヨリ著 シ

ク減退 スルヲ認 メタ リ,1904年Scheller39)氏

ハ95℃ 以 上 ノ加 熟 「チ フ ス」菌 ハ 寧 ロ被 凝 性

ノ囘 復 ス ル ヲ報 告 シ テ世 ノ視 聴 ヲ惹 ヶ リ,次

デPorges40)41)氏 モ亦 同 事 實 ヲ證 明 シ共 ノ原

因 ヲ70℃-80℃ ニ テ ハ菌體 ハ 「プ ロテ イ ン」

膨 化 ノ 爲 菌 液 ノStabilitat就 著 シ ク 高 マ リ從 ッ

テ菌 ノ被 凝 性 ハ 減 弱 ス ル モ100℃ 加 熱 ニ ョ リ

再 ビ「ブ ロ テ イ ン」ノ加 水 分 解 ノ 爲Stabilitat

減 ジ被 凝 性 ヲ 囘 復 ス ル モ ノ ナ リ トセ リ,然 レ

ドモShiga42)氏, Neisser43)氏 等 ハ 「チ フ ス 」

菌 加 熱 ニ ヨル 被 凝 性 ノ減 弱 ヲ菌體 ヨ リ受 體 ノ

游 離 ス ノLニ ヨル モ ノ ナ リ ト シ100℃ 加 熱 ニ

ヨ リ再 上 昇 ス ル ハ游 離 受 體 ノ破 壊壤歸 セ リ.

Jobling44)氏 ハ 「チ フ ス」 菌,「バ ラ チ フ ス」

菌,豚 「コ レラ」菌 及 ビ豚 「ベ ス ト」菌 等 ニ就 キ

11



702 大 岩 博 雅

Hirschfeld45)氏 ハ 「チフス」菌 ニ就 キ檢査 シ

概 ネPorges氏 ノ説 ニ賛 セリ.1918年 松 井46)

氏 ハ60℃ 加熱 菌 ハ既ニ共ノ被 凝 性 ヲ減 ジ

80℃ ニ於テ最モ其 ノ度著 シク100℃1時 間加

熱 ニ至 レバ却 テ少 シク囘復 スルヲ述ベタルモ

守家47)氏 ハ70℃-80℃ 加 熱「チフス」菌 ハ凝

集 反應 ヲ呈 セズ,90℃ 加熱 ニヨリ稍々發現 シ

125℃ニ 至 リ更 ニ増 強スルテ認 メ渡邊48)氏 ハ

「チフス」菌,「 バ ラチフス」菌,赤 痢菌及ビ「コ

レラ」菌 等ニ於テ各菌種 ニ ヨリ多少ノ差 アル

モ65℃-90℃ ニ テハ被凝性減 ジ「チフス」菌,

「バラチ フス」菌 及ビ「コ レラ」菌 ハ100℃1時

間加熱 ニ於テ之 ヲ囘復 セルヲ實驗 シ其ノ原因

ニ就テハJoos氏 ノ説 ニ賛 セリ.次 デ古川49)

氏 ハ「チフス」菌加熱 ニヨリ同一成績 ヲ得,杉

田50)氏ハ 「チフス」菌及ビ 「バラチフス」A菌

ニ於テ加熱 ニ對 シ抵抗 力強 キモノ ト凝 集原性

ノ減弱 スルモノ トノ2種 アルヲ報告 セリ.又

山 口51)氏,河 野52)氏 及ビ 佐藤53)氏 等 モ或 ハ

「チフス」菌 ニ就 キ或ハ赤痢菌 ニニ就 キ加熱 ニ

ヨリ減退 セル被凝性 ノ100℃ 加熱 ニヨリ再 囘

復 スルヲ認 メ中本54)55)氏 ハ精細ナル研究 ノ

結 果 「チフス」菌ハ60℃1時 間加熱 ニ ヨリ變

化ナキモ65℃ ヨ リ被凝性減 ジ80℃1時 間

最 モ著 シク90℃ ヨ リ囘復 シ始 メ100℃3時

間最 モ良 ク囘復 シ同5時 間 ニ至 レバ再稍 低下

スルヲ 見,「バ ラチフス」B菌 亦概 ネ同様 ノ

成績 ヲ得タ リ而 シテ其ノ原因 トシテ凝集原ニ

ハ耐熱性ト 非耐熱性 ノモノアリテ後者ハ加熱

ニヨリ變化 シ粘液状 物質 トナ リ保護膠質作用

ニヨリ耐熱性凝集原 ノ被凝作用ヲ阻止 シ加熱

100℃1時 間 ニヨリ之等 ノ性質 ヲ失 フモノナ

リ トセ リ.窪 田56)氏モ亦「チフス」菌凝集原 ノ

耐熱性 ニ就 テ研究 シ略 ボ同一ナル成績 ヲ得 タ

リ.白 玖57)氏 ハ大腸菌 ヲ60℃-80℃ ニ1-4

時 問 加熱 シテ凝集 原性ノ變 化ヲ檢 シ75℃ 加

熱 ニヨリ既 ニ被疑性減退 シ80℃1時 間同2

時 間及ビ100℃1時 闇 ニ至 ルマデ減弱程度 ニ

變化 ナク100℃2時 間加熱 ニヨリ却 テ被凝性

ノ囘復 シ次 イデ100℃3時 間同4時 間加熱ニ

ヨリ再 ビ逐次凝 集價 ノ一層下降 スルヲ認 メタ

リ.

 第2項 分 離大腸菌浸出液 ノ沈降原

      的 作用

  1. 試 驗 管内試驗

 本 試驗成績 ハ第6表 ニ示セ リ,即 チ抗原性

存 スルモ其 ノ甚 ダ弱 キテ觀 ル,是 レ沈降物 ノ

浸出性 大ナ ラザルニ因 ルモノナルベ シ.抑 モ

第6表 分離抗原浸出液ノ沈降原性試驗成績
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沈降反應 ヲ檢 シ其ノ成績 ヲ判然 タラシムルニ

ハ反應原 ヲシテ澄 明ナ ラシムルヲ要 スルハ勿

論 ナ リ.依 ツテ試驗ニ用 ヒタル反應原 ハ既 ニ

前章記載 ノ如 ク分離後 ノ沈澱物 ヲ瑪瑙 乳鉢 ニ

テ摺磨 シ最初使用ノ大腸菌浸出液 ト等量 ノ生

理的食鹽 水ヲ加へ 一夜孵 竈内ニ放 置浸出 シタ

ル後遠心沈澱 シテ得タル上清ナルモ本上清液

中ニハ抗原成分 ノ浸出極 メテ微量 ニ留 ルモノ

ニ シテ其 ノ蛋白含量ハ家兎血清 ノソレニ比 シ

1/2.000以 下 ニ シテ0.033‰ ノ蛋白ニ反應 シ

得 ル鋭敏度 ヲ有 ス トセラルル30%硝 酸(比 重

1.20)ヲ 以 テ之 ヲ證 明スルコ ト能 ハザ リキ.

  2. 動 物試驗

 實驗成績 ハ第2表 ニ比較表示 セシ如 ク感作

大腸菌浸出 液 ノ抗原性 トノ差異判然タ ラズ

  第3項 分離牛血清 ノ抗原的作用

  1. 試 驗 管内試驗

 第6表 ニ示ス如 ク共 ノ成績 大腸菌分離抗原

ト相似 タリ即チ抗原性 ヲ證明 スルモ其 ノ反應

度 ハ甚 ダ微弱 ナ リ是 レ沈澱物 ノ浸出弱 クシテ

反應原 ノ抗原含量僅微 ナルニ基 クモノーシテ

從 ツテ蛋 白含量 モ大腸菌分離抗原浸 出液 ノ場

合ト 同様硝酸 ノ反應域ニ達 セザル程ナ リ.

  2. 動物 試驗

 第3表 ニ明カナル如 ク大腸菌分離抗原 ノ場

合 ト同 ジク感作抗原 トノ區別明瞭ナ ラズ.

  第4項 重複感作後 ノ分離抗原 ト1囘

      感 作後 ノ分離抗原 トノ抗原的

     作 用比 較

 本項 ノ實驗ハ前述 ノ重複感作抗原ト1囘 感

作抗原 トノ抗原的作用比較實驗ト 同一方法 ニ

據 レリ即チ抗原 トシテハ牛血清 ヲ選 ビ實驗 動

物トシ テハ海〓 ヲ用 ヒ免疫 ハ腹腔内注射1囘

トシ注射後10日 ニ シテ採血檢 査 セ リ,共 ノ成

績ハ第7表 ニ示 ス如 ク重複感作後分離 シタ ル

モノニ於 テハ沈降物 ヲ形成セル抗體成分ニ對

シテモ沈降素ノ産生少許 ニ留ル ト雖 モ抗原 ニ

對 シテハ更 ニ一層微弱ナルヲ觀 タ リ.

 1囘 感 作後分離 シタルモノニアリテモ沈降

物内兩 成分 ニ對 スル沈降素共産出微量ナルモ

3囘 感作後 ノ分離抗原 ニ比 シ兩沈降素間 ノ量

的差異甚ダ少 シ.

第7表 重複感作後ノ分離抗原ト1囘 感作後ノ分離抗原 トノ抗原的作用比較

13
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 第3節 感 作抗原ト 分離抗原 トノ

    抗原的作用比較

 第1項 1囘 感作抗原ノ分離前後ニ

    於ケル抗原的作用比較

 前記ノ實驗成績 ニヨリ知 ラルル如ク(第2

表及ビ第3表)感 作抗原ト分離抗原 トノ間ニ

其ノ抗原性ニ劃然タル差異ヲ認ムルコ.ト能ハ

ズ是 レ一見奇径ナルニ似タリ如何 トナレバ感

作抗原ノ非感作ノモノニ比 シテ其ノ抗原性減

殺 セラルルハ今ヤー般ニ認メラルル所ニシテ

殊二飽和感作抗原ニ於テハ殆 ド全ク抗原性ヲ

失フハ飯島氏,西 澤氏等ノ實驗ニ於テ相一致

シタル成績ナリ,然 ラバ分離抗原ニ於テハ必

ズヤ共ノ減弱セル抗原性ヲ一部囘復スベキモ

ノ ト察セラル,然 ルニ本分離法ニ於テハ其ノ

然 ラザルヲ實驗セリ.是 レ分離ノ理想的ニ行

ハルル コト不可能ニシテ分離操作ニヨリ相結

合 セル抗原抗體ハ一部分解離ス ト錐モ分離液

中へ移行スルハ抗體ノミニ留ラズ解離抗原モ

共ニ來 リ残渣沈降物中兩者ノ量的關係ハ分離

前後ニ於テ大差ナキニ因ルモノナランカ,次

節分離液ノ抗原性檢査ニ於テ分離液中稍々多

量ノ抗原含有ヲ示セル ト彼此相通ズル成績 ト

謂フヲ得ベ シ.

  第2項 重複感作抗原ノ分離前後ニ

     於クル抗原的作用比較

 第8表 ニ比較表示セリ,但 免疫材料ハ3囘

感作牛血清ノ分離前後ノモノニシテ免疫ハ海

〓腹腔内1囘 ニ止メ共ニ注射後10日 ニシテ

採血檢査シタル成績ナリ,一 見明瞭ナル如ク

此場合ハ1囘 感作ノモノ ト異 リ兩者間ニ差別

ノ判然タルモノアルヲ認ム.即 チ沈降物内抗

原ニ對シテハ分離前後ヲ問ハズ共ニ沈降素ノ

産生甚ダ微量ナルモ抗體成分ニ對スル沈降素

ノ産出ハ分離前後ニ於テ著明ノ差別アリ,感

作抗原ニ於テ分離抗原ニ比シ遙ニ大ナルヲ觀

タリ.

第8表 重複感作抗原ト重複感作後分離抗原 トノ抗原的作用比較

第4節 沈降素分離液 ノ抗原的作用

前記ノ分離法ニヨリ得タル沈降素分離液ハ

緒方氏稀繹法及ビU.氏 法ニヨリ沈降素價ヲ

測定スル ト共ニ之ヲ生理的食鹽水ヲ以テ順次

14
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稀繹 シテ反應原 トシ之ニ對スル抗體 トシテハ

最初結合ニ用ヒシ抗原ニ對スル免疫血清ニシ

テU.氏 法沈降素價高キモノヲ以テシ沈降反

應及ビ補體結合反應ヲ施行 シ一方又分離液ヲ

以テ家兎及ビ海〓 ヲ免疫 シ以テ分離液含有ノ

抗原ヲ測定證明セリ.

  第1項 大腸菌沈降素分離液ノ抗原

      的作用

 檢査材料タル分離液ノ分離試驗成績ハ第9

表ニ示セリ.

第9表 免疫材料(分離液)分離試驗成績

 1. 沈降反應

成績第10表 ニ示ス如ク分離液ハ大腸菌浸

出液ニ比 シ約其 ノ1/20ノ 大腸菌性抗原 ヲ含有

スルモノナ リ.

第10表 沈 降 素 分 離 液 抗 原 價

 2. 補體 結合 反應

 同 ジク 第10表 ニ示 ス如ク 沈降反應 ニ於ケ

ルト 全ク同一 ノ形式ヲ 呈 シ只 ソレヨリ1位 高

キ價ヲ 示 シタ リ.

  3. 動 物 實驗

 本 冤疫試驗 ニ於 テハ免疫中 途ノ檢査ヲ 省略

シ5囘 免疫 シテ最後ノ注射 ヨリ5日 ニ1囘 採

血 シテ檢査 スルニ止 メタ リ.

15
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 成績 ハ第11表 ニ明 カナル如 ク 家兎ニ於テ

ハ抗大腸菌沈降素 ヲ,海〓 ニアリテハ抗 大腸

菌沈降素及 ビ抗家兎血清沈降素 ノ兩種抗體 ノ

産生ヲ觀 タ リ.其 ノ沈降素價 ハU.氏 法 ニ ヨル

モノハ不定ナルモ稀繹法 ニヨルモノハ略 ボ一

定 シ一般ニ 低弱ナ リ而 シテ兩 種 ノ沈降素ヲ 産

生 セ シ海〓 ニ就 テ觀 ルニ家 兎血清ニ 對 スルモ

ノハ常ニ 大腸菌ニ 對 スルモノ ヨリモ稍 々大ニ

シテ其 ノ關係感作抗原竝ニ 分離抗原免疫ニ 於

ケル ト相似タ リ.

第11表 沈 降 素 分 離 液 免 疫 試驗 成 績

  第2項 抗牛血清沈降素分離液 ノ抗

     原的作用

 分離液 ノ分離試驗成績ハ第9表ニ 示セリ.

  1. 沈降反應

 成績 第10表 ニ示ス如ク分離液ハ牛血清ニ

比 シ約其ノ1/2.000ノ抗原ヲ含有スルヲ觀ル.

  2. 補體 結合反應

 第10表ニ 並示セル如ク沈降反應 トノ關係

大腸菌沈降素分離液ニ於ケル ト同様ナリ.

  3. 動物實驗

本免疫試驗 ニ於テモ免疫中途ノ檢査ヲ省略

シ5囘 免疫シ テ最後 ノ注射 ヨリ5日 ヲ經テ1

囘檢 査セ リ.成 績 ハ第11表 ニ掲グル如 ク大

腸菌沈降素分離液免疫ニ總 テノ關係ニ於テ相

通ズルヲ觀ル即チ海冥ニ於テハ抗牛血清沈降

素及ビ抗家兎血清沈降素ノ雨種抗體ヲ産出シ

後者ノ沈降素價ハ前者ノソレニ比 シ少シク高

キヲ示ス.

 重複感作沈降物ヨリ得タル沈降素分離液ノ

抗原性ヲ檢シ其ノ沈降原含量極メテ微少ナル

ヲ證シタリ.之 ニ關スル詳細ナル實驗ハ次編

ニ記載スベシ.
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第5章 總 括竝ニ 考 按

 感作沈降原ノ抗原的作用ヲ論 ジ之ヲ非感作

抗原ノソレト比較 センニハ兩者ノ量的關係ヲ

精査 シ之ヲ一定ニ保チテ實驗比較 スベキハ勿

論ニシテ余 ノ實驗二於テハ斯クノ如キ方法ヲ

採ラザ リシテ以テ〓ニ敢テ抗原的作用ノ優劣

ヲ比較論究スル能ハザルモ兎ニ角相結合 シテ

沈降物ヲ形成セル沈降素血清及ビ沈降原ハ共

ニ抗原的作用ヲ有 シ5囘 反覆注射 セバ可ナ リ

多量ノ抗體ヲ産生セシメ得ルモノナリ.

 飽和感作沈降原 ノ抗原的作用甚ダ微弱ナル

ハ飯島氏,西 澤氏等ノ實驗 セル所ニ シテ之 ヨ

リ推 シテ分離抗原ハ感作抗原ニ比シ抗原的作

用ヲ増加スベキカ如ク考ヘラルルモ余 ノ實驗

ニ於テハ其ノ然ルヲ證明セズシテ兩者間ニ判

然タル差異ヲ認ムル能ハザ リキ是 レ從來 ノ方

法ニヨリ得タル分離液ニハ互ニ解離シタル抗

原,抗體 共ニ含有セラレ從ツテ分離抗原ト雖

モ其ノ飽和度ニ於テ感作抗原ト大差ナキニ因

ルモノナ ラン,而 シテ此成績 ハ分離液 ノ免疫

實驗ニ 於 テ其ノ抗體 母地タ ル免疫血清ニ對 シ

テノミナ ラズ結合ニ 使 用 シタル抗原ニ對 シテ

モ亦免疫體 ノ産生ヲ 見タル試驗 成績 トー脉 ノ

連繋ヲ 保 テルモノ ト謂 フヲ得ベ ク抗體 分離 ノ

目的 ニハ使用抗原 ノ分離液内移行ヲ 抑止 スル

處置 ノ必要ナルヲ聯想セ シム.

 重複 感作抗原ニ 於テハ1囘 感作 ノ ソレニ比

シ免疫試驗 成績上沈降物内抗原ハ抗 原性ヲ 減

ジ抗體 成分ハ抗原的作用ヲ 増加ス是 レ重複感

作 ニヨリ沈降物ハ漸次抗原量ヲ 減 ジ抗體 成分

ノ増加ヲ 來 スモノ ト推定ス.又 重複感作抗原

ニ於テハ其ノ分離前後ニ於 テ沈降物 中抗原 ニ

對 スル沈降素 ノ産生量 ニハ差異ヲ 認 ムル コ ト

能 ハザ リシモ抗體 成分 ニハ判然 タル差異 アリ

テ分離抗原ハ感作抗原ニ 比シ 抗原的作用ヲ減

弱 スルモノナ リ.

第6章 結 論

 1. 感作 沈降原ハ頻囘 注射ニ ヨリ其 ノ抗 體

ノ由來 セル血清及 ビ抗原ニ 封スル免疫體ヲ 産

生 セシム,而 シテ其 ノ抗原性 ハ前者ニ 大 ニシ

テ後者ニ 小ナ リ.

 2. 感作抗原ト 分離抗原 トノ抗原的作用 ヲ

比較 スルニ單 一感作 ノ場合 ニハ兩者間ニ 判然

タル差異 ヲ認 ムル能 ハズ.

 3. 單 一 感作後生理的食鹽 水「メヂウム」高

温處置 ニヨル從來 ノ分離方法 ヲ以テ得 タル沈

降素分離液ハ抗體 ノ由來 セル血清竝 ニ結合ニ

使 用セシ抗原 ヲ含有 シ之等ハ免疫試驗 上稍 々

著 明ノ抗原的作用 ヲ現 ス.

 4. 重 複 感作ニ ヨリ沈降物 ハ抗原量 ヲ減 ジ

抗體 ヲ増加ス.

 5. 重複 感作 ノ場合 ハ感作抗原 ト分離抗原

トノ間 ニ抗體 成分 ニ封 シテノ ミ抗原價 ヲ異 ニ

シ分離抗原ニ小 ニ シテ感作抗原 ニ大 ナ リ.
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